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■一般会計の歳入・歳出

市税　４３.１％市税　４３.１％
3３７ 億円3３７ 億円

国庫支出金・県支出金　２３．５％国庫支出金・県支出金　２３．５％
1８３ 億 ５，８４７ 万円1８３ 億 ５，８４７ 万円

市債　１３．５％市債　１３．５％
１０５ 億 ７，０４０ 万円１０５ 億 ７，０４０ 万円

諸収入　２.４％
1８ 億 ６，７０６ 万円

地方消費地方消費税交付金　６．１％税交付金　６．１％
４８ 億円４８ 億円

地方交付税　３．１％
２４ 億 ６，０００６，０００ 万円万円

繰入金　１．８％
1４ 億 1,１66 万円
使用料及び手数料　１．５％
１１ 億 ７，４０９ 万円
寄附金　１．０％
７ 億 5,500 万円

その他　4．０％
3０3０億 8,332 万円

民生費　３７．１％民生費　３７．１％
２９０ 億 1,457 万円２９０ 億 1,457 万円

土木費　２１.６％土木費　２１.６％
1６８ 億 9,499 万円1６８ 億 9,499 万円

総務費　８.７％総務費　８.７％
６７ 億 ８，０１４ 万円６７ 億 ８，０１４ 万円

衛生費　9.１％衛生費　9.１％
７０ 億 9,968 万円７０ 億 9,968 万円

教育費　７.８％教育費　７.８％
6０ 億 ９，２７５ 万円6０ 億 ９，２７５ 万円

消防費　３.５％
２７ 億 ５，９１８ 万円

商工費　１．５％
１１ 億 ９，３１７ 万円

農林水産業費　０．９％
６ 億 ９，００３ 万円

その他　0.９％
６ 億 ９，７４１ 万円

公債費　８．9％公債費　８．9％
６９ 億 5,808 万円６９ 億 5,808 万円

新年度の予算編成新年度の予算編成

　予算編成にあたっては、事業の重要性や必要性、費用対効果等を検証するととも
に、限られた財源を効果的・効率的に配分するための精査や財源確保に努めました。

■令和4年度の予算総額

※伸び率は、小数点以下第２位を四捨五入したものです。

令和４年度予算額 令和３年度予算額 伸び率

一般会計 7８１ 億 ８，０００ 万円 711 億円 １０．０％

特別会計 4１7 億 ３，８００ 万円 4０7 億 6,300 万円 ２．４％

　・国民健康保険事業 ２０５ 億 7,600 万円 ２０９ 億 ７,２00 万円 ー １．９％

　・土地取得事業 9,100 万円 ６，３００ 万円 ４４．４％

　・介護保険事業 1８０ 億 8,700 万円 1７０ 億円 ６．４％

　・後期高齢者医療事業 ２９ 億 ８，４００ 万円 ２７ 億 2,800 万円 ９．４％

企業会計 ２９２ 億 6,５00 万円 ２９２ 億 6,900 万円 ー ０.０％

　・病院事業 １２５ 億 ３，２００ 万円 １２４ 億 1,300 万円 １．０％

　・水道事業 ５９ 億 ５，２００ 万円 ６２ 億 6,900 万円 ー ５．１％

　・下水道事業 １０７ 億 8,１00 万円 １０５ 億 8,700 万円 １.８％

全会計合計 1,4９１ 億 ８，３００ 万円 1,4１１ 億 ３，２００ 万円 ５.７％

▶�一般会計
　　市民税や固定資産税などの
　市税を主な財源として、福祉
　や教育、道路の整備などの事
　業を行うための会計

説解語用

▶�特別会計
　　国民健康保険など特定の事
　業を行う場合に、保険料など
　の特定収入で、その支出を賄
　う会計
▶�企業会計
　　病院の診察料や水道料金な
　どの特定の収入を財源とし、
　独立して行う特別会計の中で、
　地方公営企業法の適用を受け
　る会計

▶スポーツ施設マネジメント事業
【２，７２０ 万円】

　新総合体育館の開設に伴い、屋外
スポーツ施設の利用受付窓口を大岡
市民運動場へ移転するなど、スポー
ツ施設の再編を進めます。

▶若年がん患者等支援事業
【２３０ 万円】

　若年がん患者等の生活支援を目的
として、各種助成を行うとともに、
骨髄ドナー及び勤務先への助成を開
始します。

▶地域生活支援事業
【２億 ６６０ 万円】

　障がいのある人や難病患者が、能
力や適性に応じて自立した生活を営
むことができるよう、遠隔手話通訳
用タブレット端末の貸出しを開始す
るなど、各種支援事業を実施します。

▶市民文化センター施設整備事業
【５，０４０ 万円】

　市民文化センターの機能維持を図
るための施設整備や、計画的な改修
に向けた検討を行います。

新総合体育館工事進捗状況新総合体育館工事進捗状況

　【柱６】笑顔があふれ健康で心豊かに暮らせるまち

▶安全な地域づくり推進事業
【２，２００ 万円】

　被災時に市民の生活再建の早期化
を図ることを目的として、新たに被
災者支援システムを導入するととも
に、富士山火山防災マップの新規作
成及び全戸配布を行います。

▶犯罪被害者等支援事業
【８２ 万円】

　「沼津市犯罪被害者等支援条例」に
より、犯罪被害者等に見舞金を支給
するなど、精神的苦痛や経済的困難
の軽減等を図ります。

▶総合的治水対策整備事業
【５億 ３，８５０ 万円】

　常襲浸水地域の浸水被害を軽減す
るため、大平地区で大平江川排水機
場躯体の築造工事や、沼川・高橋川
流域地区で井戸川雨水貯留池及び青
野排水機場の整備を進めます。

▶公共交通ネットワーク形成事業
【２，９００ 万円】

　交通結節点に乗り場案内やデジタ
ルサイネージを整備するほか、モビ
リティ・マネジメント教材を作成す
るなど、公共交通の利便性向上及び
利用促進の取組を実施します。
沼津駅南口デジタルサイネージ沼津駅南口デジタルサイネージ

　【柱７】安全・安心のまち

▶環境を大切にする人づくり推進事業
【１１４ 万円】

　沼津市環境基本計画の普及啓発や、
幅広い年齢を対象とした環境教室の
実施など、環境教育を進めるととも
に、市民等が実施する環境活動や環
境学習を支援します。

▶再生可能エネルギー導入推進事業
【１，０００万円】

　2050 年の脱炭素社会の実現に向
け、本市の特性やポテンシャルを踏
まえ、再生可能エネルギーの導入に
係る目標などを策定します。

▶中間処理施設整備事業
【１億 ３００ 万円】

　施設整備・運営等を担う事業者の
選定に向け、実施方針等の作成に着
手するとともに、建設用地の整備に
向けた構造物等詳細設計や各種調査
を引き続き行います。

浮島自然観察会浮島自然観察会

　【柱８】環境と共生する持続可能なまち

▶戸田地区一般廃棄物排出事業者
　支援事業　　　　　　【９５万円】
　今後予定されている土肥戸田衛生
センターの稼働停止により、戸田地
区の一般廃棄物の処理を清掃プラン
トへ集約化することに伴う、一般廃
棄物排出事業者の運搬経費の負担軽
減に取り組みます。

▶都市計画決定事務事業
【１，１１０ 万円】

　「沼津市立地適正化計画」において、
コンパクトで安全なまちづくりを推
進するため、居住や都市機能の誘導
に必要となる防災・減災対策等に関
する指針を作成します。

▶自然環境保全事業
【２３０ 万円】

　門池公園において、生物分布調査
による現状把握及び地域や学校等と
の連携による自然観察会を実施する
とともに、生物多様性の保全に関す
る周知啓発を行います。

▶香陵公園周辺整備事業
【６５億 ４，１８０ 万円】

　市民のスポーツ・健康づくり・交
流等の拠点となる新総合体育館につ
いて、令和５年１月のオープンを目
指し、整備を進めます。

歳出
7８１ 億7８１ 億
８，０００ 万８，０００ 万円円

歳入
7８１ 億7８１ 億
８，０００ 万８，０００ 万円円


